
ﾄﾘﾉ冬季ｵﾘﾝﾋﾟｯｸが開催され、連日ﾆｭｰｽでは日本選手の活躍が報じられています。ﾒﾀﾞﾙを期待されている

選手達も頑張ってはいるのでしょうが、いまだﾒﾀﾞﾙの獲得が無く、歯がゆい思いをしているのは、私だけでは

無いと思います。一日も早く日本選手にﾒﾀﾞﾙを獲得できるように祈るばかりです。さて今回のお話ですが、

車のﾊﾟｰﾂとしては欠かせないﾀｲﾔについて、役割・ｻｲｽﾞの表示・構造・ﾒﾝﾃﾅﾝｽなどをご紹介したいと思います。
VOL.69　ﾀｲﾔの話(2)
ﾀｲﾔの役割
①.車の重量を支える ②.車を走らせ、止まらせる(駆動力・制動力を伝える)
③.車の方向を変える ④.路面からの衝撃を吸収する
ﾀｲﾔのｻｲｽﾞ表示 ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝのﾀｲﾔのｻｲｽﾞ表示は、主に下記の3つの表示が使われています。

ﾀｲﾔ幅(mm) 偏平率(%) ﾗｼﾞｱﾙ ﾘﾑ径(ｲﾝﾁ) ﾛｰﾄﾞｲﾝﾃﾞｯｸｽ 速度表示

* 偏平率とはﾀｲﾔの高さをﾀｲﾔの幅で割り100を掛けた数値です。一般に数値が

　 低いほど運動性能が良くなり、高くなるほど快適性能や経済性が良くなります。

ﾘﾑ径 * ﾛｰﾄﾞｲﾝﾃﾞｯｸｽとは最大負荷能力を示す数値です。上の表示の170ですと

　負荷能力は6,000kgになります。

* 速度表示とはﾀｲﾔが走行できる最高速度を示す記号です。上の表示のEですと

   70km/hになります。

* ﾌﾟﾗｲとはﾊﾞｲｱｽﾀｲﾔの強度表示です。

ﾀｲﾔの高さ 　 (ﾌﾟﾗｲﾚｰﾃｨﾝｸﾞ)　

ﾀｲﾔ幅(ｲﾝﾁ) ﾗｼﾞｱﾙ ﾘﾑ径(ｲﾝﾁ) プライ

最近のﾀｲﾔ表示はﾀｲﾔの情報を多く表示できる、一番初めにご紹介したｻｲｽﾞ表示が主流になりつつあります。
またﾀｲﾔのｻｲｽﾞはﾀｲﾔに規定空気圧を充填しﾀｲﾔが路面に着かない状態でのｻｲｽﾞになります。
ﾀｲﾔの構造

建設車両で使われているﾀｲﾔの構造は左の図のような断面に
なっています。ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝではﾗｼﾞｱﾙ構造・ﾊﾞｲｱｽ構造
どちらかの構造のﾀｲﾔが使われていますが、最近ではｺﾞﾑの
中に鉄(ｽﾁｰﾙ)が編み込まれている、耐ｶｯﾄ性に優れたﾗｼﾞｱﾙ
構造のﾀｲﾔが多く使われるようになりました。
ﾀｲﾔのﾒﾝﾃﾅﾝｽ
1.空気圧の定期点検と調整

車を支えているのはﾀｲﾔの中に充填されている空気です。空気圧の低下はﾀｲﾔを異常摩耗させるだけでは
無く、発熱などで思わぬ故障を引起す場合があります。またﾀｲﾔの空気圧は自然に低下しますので、定期的な
点検が必要です。一般にﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝの空気圧は8kgf/c㎡(0.8Mpa)～9kgf/c㎡(0.9Mpa)です。詳細については
取扱説明書を参照の上、定期点検・調整を行ってください。
2.ﾀｲﾔのﾛｰﾃｰｼｮﾝ
ﾀｲﾔを経済的に使うにはﾛｰﾃｰｼｮﾝを行うことが肝心です。一般にﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝのﾀｲﾔは5,000km  前

走行毎に回転方向を変えるように「たすき」にﾛｰﾃｰｼｮﾝを行ってください。
3.ﾎｲｰﾙﾅｯﾄの緩みの点検とﾎｲｰﾙﾅｯﾄ・ﾎﾞﾙﾄ・ﾘﾑの損傷点検
ﾎｲｰﾙﾅｯﾄが緩んでいたり、規定ﾄﾙｸ以上で締付けを行いますとﾎｲｰﾙが外れたりﾎｲｰﾙﾎﾞﾙﾄが  後

折損して非常に危険です。緩みの点検は定期的に行い、ﾎｲｰﾙﾅｯﾄ・ﾎﾞﾙﾄ・ﾘﾑなどの点検も行ってください。
4.ﾀｲﾔの外観点検
ﾀｲﾔの主溝にはｽﾘｯﾌﾟｻｲﾝがあり、ｽﾘｯﾌﾟｻｲﾝが現れたらﾀｲﾔの使用限度(摩耗限度)です。また外傷・膨らみ
(ｾﾊﾟﾚｰｼｮﾝ)・亀裂・ひび割れ・損傷がﾀｲﾔｺｰﾄﾞに達しているものについても交換が必要です。あまり知られて
いませんが、ﾀｲﾔは晴天時に比べて雨天時の方が傷を受け易くなっていますので、雨天時の走行には十分
注意が必要です。
* 現在、建設車両用のﾀｲﾔが不足しており、ご迷惑をおかけしています。交換のご予定がありましたら
   お早めに国際ｻｰﾋﾞｽにご連絡くださる様、お願いいたします。

　　　ご不明な点、分からない事等ありましたら是非ご相談ください。
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